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平成２４年度予算編成方針 

 

平成２４年度の予算編成にあたっては、市職員全員が本市を取り巻く極めて

厳しい現状を改めて認識した上で、次に掲げる基本方針に沿って取り組むもの

とする。 

 

（１）第４次総合計画の推進 

  本年６月に議決された同計画は、平成２４年度に２ヵ年目を迎えることと

なり、基本構想に掲げる都市の将来像「市民が育む世界の古都奈良～豊かな

自然と活力あふれるまち～」の実現を目指し、まちづくりの基本方向に沿っ

て基本計画に基づく各種の施策の推進を図ること。 

 

（２）収支不足の解消 

第４次総合計画の財政見通しにおいて、平成２４年度から２７年度の収支

不足額を１１１億円と試算し、平成２４年度は約１５億円の財源不足が見込

まれる。このため、新年度予算編成では扶助費の自然増分の財源を確保しな

がらも、その他の義務的経費等を除いた事業費については、前年度当初予算

額の９０％を上限とする。 

 

（３）全施策の徹底した見直し 

収支不足を解消するため、全施策を事業費だけでなく人員も含めたフルコ

ストの視点から徹底的に点検し、慣例や従来の発想にとらわれることなく制

度改正や廃止も含めた抜本的な経費見直しを実施すること。 

 

（４）財源の確保（ペイ アズ ユーゴー 原則） 

  新規施策の立案や既存施策を拡大する場合は、別施策の廃止や歳出削減に

よる財源捻出、歳入面での新規の補助金等の獲得による財源確保を原則とし

て予算を構築すること。 

 

（５）部内マネジメントの徹底 

各部において、部長のリーダーシップのもと各施策を精査し、限られた財

源を有効に活用するため、施策の選択と集中により最少の経費で最大の効果

をあげる事業展開を図ること。 

 

 以上の方針に基づき、各経費の見積りに当たっては、別途指示する予算編成

要領により精査した上で行うものとする。 

 


